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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 215/24     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/38     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  20/36     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13363  (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 241/44     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   7/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  215/24     ＣＳＰ　
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/38     　　　　
   Ｃ０８Ｆ   20/36     　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/13363  　　　　
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３１３　
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３２４　
   Ｃ０７Ｄ  241/44     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  409/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  409/14     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    7/18     ＣＥＲ　
   Ｃ０８Ｊ    7/04     ＣＥＺＺ

【手続補正書】
【提出日】令和1年8月8日(2019.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１２】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の重合性液晶化合物の含有量の合計が、重合性組
成物全量を１００重量％としたとき、４重量％以上、５０重量％以下である、請求項１１
に記載の重合性液晶組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００９】
　液晶重合体において、通常、異方性分子の２つの屈折率ｎｅ（分子長軸に平行な方向に
おける異常屈折率）とｎｏ（分子長軸に垂直な方向における通常屈折率）は波長が大きく
なるに従って、小さくなる。この時、ｎｏよりｎｅの方が波長に対する屈折率変化率が大
きい事から、複屈折率（Δｎ＝ｎｅ－ｎｏ）は適用波長が大きくなるに伴い、小さくなる
。一方液晶ディスプレイ（LCD）等の表示デバイスにおいては、光源は３８０－８００ｎ
ｍ程度の波長の光から成る白色光であるが、液晶重合膜を用いて1/2λや1/4λ板等を設計
し適用する場合、上記の波長分散特性により、中心波長から遠くなるほど位相差のズレが
生じる。位相差のズレに伴い偏光状態が変化することから、光が有色となるなどの問題が
起こる。これらの問題を防ぐためには、各波長において設計した位相差になるよう、波長
分散特性を制御する必要があり、低正波長分散特性の材料が求められている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　近年、有機ＥＬディスプレイ（ＯＬＥＤ）において、外光反射を防止する目的として視
認側に１／４波長板と偏光子からなる円偏光板を用いることが知られている（特許文献４
）。このような用途においても、波長分散特性による位相差のズレが偏光状態を変化させ
る。そのため、可視領域の全波長に対して効果的に反射防止機能が得られないといった問
題が生じるため低正波長分散特性の材料が求められている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　低正波長分散特性の液晶重合膜を得る方法として、２枚の位相差層を、配向軸の方向に
それぞれ角度を付けて積層する方法が提案されている（特許文献５および６）。しかし、
このような積層体では、２枚の位相差層が必要となり、かつ２枚の位相差層の異方性の角
度を調節する必要がある。積層体を形成するための製造上の煩雑さや、液晶重合体の膜厚
が厚くなるなどの課題があった。
　近年、このような課題を解決するために積層することなく低正波長分散特性の液晶重合
体が求められている。低正波長分散特性の重合性液晶性化合物が提案されている（特許文
献７～１１）。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明は、有機溶剤への溶解性が高く、室温下での液晶相保持時間が長いことにより、
取り扱いが容易で、煩雑な工程を必要とせずに、波長分散特性の制御が可能で、低正波長
分散特性の液晶重合体を簡便に製造することができる重合性液晶化合物を提供することを
目的とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１６】
　発明者らは、キノリン骨格、イソキノリン骨格、キノキサリン骨格またはキナゾリン骨
格を有する特定の重合性液晶化合物を含む重合性液晶組成物を原料とする基材つき液晶重
合体が低正波長分散特性を示すことを見出し、発明を完成させた。すなわち本発明は以下
のとおりである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　本発明によれば、有機溶剤への溶解性が高く、室温下での液晶相保持時間が長いことに
より、取り扱いが容易で、煩雑な工程を必要とせずに、波長分散特性の制御が可能で、低
正波長分散特性の液晶重合体を簡便に製造することができる重合性液晶化合物を提供でき
る。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　本発明において「波長分散特性」とは、可視光領域の波長ごとの基材つき液晶重合体の
複屈折率の分布を指す。
　本発明において「正波長分散特性」とは、可視光領域の波長の増加に伴う基材つき液晶
重合体のレターデーションの減少が大きいことを意味する。
　本発明において「低正波長分散特性」とは、可視光領域の波長の増加に伴い、基材つき
液晶重合体のレターデーションの減少が低いこと、または、可視光領域の波長の増加に伴
い、基材つき液晶重合体のレターデーションが増加することを意味する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　≪重合性液晶化合物≫
　本発明の一態様である重合性液晶組成物（以下、「本発明の重合性液晶組成物」と略す
場合がある。）は、式（１）で表される重合性液晶化合物を少なくとも一つ含有すること
を特徴とする。本発明の重合性液晶組成物を利用することにより、波長４５０ｎｍの光に
対する複屈折率をΔｎ（４５０）、波長５５０ｎｍの光に対する複屈折率をΔｎ（５５０
）、波長６５０ｎｍの光に対する複屈折率をΔｎ（６５０）としたとき、Δｎ（４５０）
／Δｎ（５５０）≦１．０５かつΔｎ（６５０）／Δｎ（５５０）≧０．９７の関係を満
たす液晶重合膜即ち、低正波長分散特性の液晶重合膜を製造することができる。
　通常、液晶性化合物は、芳香環や脂環をコア骨格とし、アルキル等からなるフレキシブ
ルな基がこれに結合した、棒状またはディスク状の分子形状を持つ。一方、本発明におけ
る式（１）で表される重合性液晶化合物は、棒状分子の短軸方向にキノリン骨格、イソキ
ノリン骨格、キノキサリン骨格またはキナゾリン骨格が伸びた形のコア骨格を有する。
　式（１）で表される重合性液晶化合物を含有することにより、低正波長分散特性の液晶
重合膜が得られるメカニズムは以下のように考察される。屈折率の波長分散特性は、Ｌｏ
ｒｅｎｔｚ－Ｌｏｒｅｎｚの式で表されているように、物質の吸収波形と密接な関係にあ
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る。物質の光吸収の極大が生じる領域では、長波長側から短波長側へ向かい吸収波長に近
づくにつれて（波長が短くなるに従い）、屈折率が急激に増大する異常分散領域が存在す
る。つまり、側方部に剛直で共役系を伸張させる置換基を導入することによって、短軸方
向の吸収を長波長領域に拡大することができ、これに伴いｎｏ（通常屈折率）の波長に対
する屈折率変化率を大きくすることができる。また、長軸方向にシクロヘキサン環などを
導入することで長軸方向の吸収を短波長化させることができ、ｎｅ（異常屈折率）の波長
に対する屈折率変化率を小さくすることができる。この２つの効果により、複屈折率の波
長分散特性を制御することができると考えられる。
　本発明の重合性液晶組成物は、（１）室温付近で良好な液晶相を示す、（２）有機溶剤
に対する良好な溶解性を示す、（３）溶剤を除去した後も室温下において長時間液晶相を
維持することができる等の特性を持った組成物とすることができ、さらにこれを重合して
得られた液晶重合体は、光学異方性、透明性、耐熱性、密着性、寸法安定性、および機械
的強度等に優れるため、本発明の重合性液晶組成物は、液晶重合体、基材つき液晶重合体
のような液晶重合膜の製造に非常に適した材料である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　低正波長分散特性を示し、良好な液晶性を示し、透明点の低さ、有機溶剤への溶解性の
高さ、他の化合物との相溶性の高さ、容易かつ安価に化合物を製造できるなどの点で、上
記式（Ｍ１）または（Ｍ２）において、ＡＭが１，４－フェニレンまたは１，４－シクロ
へキシレンであるが、少なくとも一つは１，４－シクロへキシレンであり、ＺＭが単結合
、－ＯＣＨ2－、－ＣＨ2Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ2ＣＨ2－、－ＣＨ2ＣＨ2

ＣＯＯ－、または－ＯＣＯＣＨ2ＣＨ2－で表される化合物がより好適である。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３０５】
　このことから、本発明の重合性液晶化合物から、可視光領域の波長の増加に伴うレター
デーションの減少の程度が低い液晶重合膜を製造できることがわかった。


	header
	written-amendment

